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レインボー協議会に加入決定(令和６年４月から)レインボー協議会に加入決定(令和６年４月から)

第４回定例会

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
が
11
月
28
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
提
出
議
案
は
町
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
11
件
、
指
定
管
理
者
の
指

定
に
関
す
る
も
の
２
件
、
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
５
件
、
町
道
路
線

の
廃
止
に
関
す
る
も
の
１
件
、
人
事
に
関
す
る
も
の
１
件
の
20
議
案
で
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
員
発
議
は｢

議
員
報
酬
条
例
の
改
正｣

と
「
委
員
会
条
例
の
改
正
」
で
、

可
決
さ
れ
、
意
見
書
１
件
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

なぐわし公園PiＫOA

ゆずの里オートキャンプ場

川越市初雁公園野球場

坂戸市民総合運動公園

問　

子
ど
も
医
療
費
の
増
額

補
正
は
、
当
初
予
算
案
の
際

に
こ
の
予
算
で
は
不
足
す
る

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
、

18
歳
ま
で
の
窓
口
無
償
化
の

影
響
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い

た
こ
と
も
あ
る
が
、
指
摘
の

と
お
り
で
あ
る
。

問　

秋
開
始
の
際
に
不
足
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

の
確
保
が
で
き
て
役
務
費
を

増
額
し
て
案
内
の
ハ
ガ
キ
を

発
送
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

接
種
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

現
在
は
余
っ
て
い
る
状

況
だ
。

　

期
末
手
当
を
０
・
05
月
分

引
き
上
げ
、勤
勉
手
当
を
０
・

05
月
分
引
き
上
げ
る
。

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
10
月
分
引
き
上
げ
る
。

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
10
月
分
引
き
上
げ
る
。

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
05
月
分
引
き
上
げ
る
。

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

町
長
等
の
給
与
等
条
例
の

一
部
改
正

議
員
の
報
酬
等
条
例
の
一

部
改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
５
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係

る
国
庫
補
助
金
を
受
け
る
こ

と
に
反
対
す
る
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

　

物
価
高
の
な
か
で
は
、
住

民
感
情
か
ら
考
え
て
上
げ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。�

�

（
根
岸
）

　

人
事
院
勧
告
に
従
う
必
要

は
な
く
、
住
民
と
と
も
に
な

り
手
不
足
や
持
続
可
能
な
議

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後

検
討
す
べ
き
。�

（
野
田
）

問

問

答

答
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問　

現
行
の
８
課
か
ら
９
課

に
増
え
て
課
長
職
も
増
え
る

が
職
員
も
増
員
す
る
の
か
。

答　

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い

が
派
遣
職
員
も
含
め
て
３
人

か
４
人
程
度
増
員
の
予
定
。

問　

１
業
者
の
み
応
募
と
の

こ
と
で
提
案
者
か
ら
利
用
者

を
増
や
す
た
め
の
提
案
は

あ
っ
た
か
。

答　

積
極
的
に
自
主
事
業
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
。

問　

契
約
金
額
が
明
示
さ
れ

て
い
な
い
が
。

答　

町
が
提
案
し
た
１
０
１

０
万
円
以
内
と
い
う
内
容
だ
。

問　

今
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
管
理
料
と
比
較
し

て
３
０
０
万
円
程
高
い
よ
う

に
思
う
が
。

答　

自
主
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
一
概
に
比
較
は
で

き
な
い
。

問　

レ
イ
ン
ボ
ー
協
議
会
加

入
に
際
し
て
町
の
負
担
額
は
。

答　

協
議
会
事
業
費
４
０
０

万
円
と
見
込
み
、
町
の
負
担

額
は
来
年
度
28
万
円
の
見
込

み
。

問　

町
内
施
設
も
相
互
利
用

と
い
う
こ
と
で
町
外
か
ら
の

利
用
者
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

社
会
体
育
施
設
の
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
。
し
っ
か
り
と

点
検
整
備
を
要
望
す
る
。

答　

適
切
な
管
理
に
努
め
て

い
き
た
い
。

行
政
組
織
の
改
正

産
業
環
境
課
が
２
課
に

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア
の

指
定
管
理
者
の
指
定

川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
加
入
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

　

会
期
中
に
唐
突
に
提
出
す

る
の
で
は
な
く
、
議
会
が
設

置
し
て
い
る
政
策
研
究
会
や
、

常
任
委
員
会
等
で
そ
の
必
要

性
や
意
義
に
つ
い
て
議
論
し
、

議
員
間
で
課
題
点
の
共
有
を

図
り
、
合
意
形
成
に
努
め
る

べ
き
。

　

意
見
書
の
実
績
づ
く
り
で

は
な
く
、
議
会
と
し
て
提
出

す
る
た
め
の
丁
寧
な
準
備
が

必
要
だ
。�

（
大
賀
）

　

国
民
健
康
保
険
は
国
民
の

４
人
に
１
人
が
加
入
し
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
重
要
な
柱

で
あ
る
。
加
入
者
に
重
い
負

担
と
な
る
国
保
税
の
値
上
げ

が
相
次
ぐ
状
況
の
中
、
国
が

国
庫
負
担
額
を
十
分
保
障
し

て
国
保
を
社
会
保
障
と
し
て

存
続
さ
せ
る
こ
と
は
ご
く
当

た
り
前
の
話
で
あ
る
。
加
入

者
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
国

　

当
意
見
書
は
国
保
と
未
成

年
者
だ
け
の
保
険
料
の
軽
減

を
求
め
て
い
る
。
だ
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
一

割
近
い
負
担
と
な
り
、
年
金

生
活
者
に
と
っ
て
、
物
価
高

の
中
、
厳
し
い
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
軽
減
す

べ
き
で
あ
る
。
当
意
見
書
は

後
期
高
齢
者
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
偏
っ
た
意
見
書
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
賛
成
は

で
き
な
い
。�

（
関
根
）

庫
負
担
の
増
額
を
強
く
要
望
。

�

（
清
水
）

　

保
険
者
に
と
っ
て
負
担
能

力
を
超
え
た
保
険
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
他
の
医
療
保

険
に
比
べ
て
も
収
入
に
対
す

る
保
険
料
率
が
高
い
。
前
期

高
齢
者
の
比
率
が
高
く
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
県
の
統

一
料
金
の
政
策
は
国
保
料
の

大
幅
値
上
げ
を
伴
う
も
の
だ
。

被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応

じ
た
財
政
支
援
を
求
め
る
。

�

（
根
岸
）

　

町
の
施
設
の
利
用
が
人
口

の
多
い
自
治
体
に
取
ら
れ
て

し
ま
い
、
町
の
税
金
で
作
っ

た
意
味
が
な
い
。�

（
根
岸
）

　

他
市
町
施
設
の
相
互
利

用
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

町
民
か
ら
要
望
も
あ
っ
た
。

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
。

�
（
大
賀
）

　

こ
の
協
議
会
加
入
に
つ
い

て
は
、
単
に
施
設
の
相
互
利

用
だ
け
で
は
な
く
地
域
間
交

流
、
自
然
散
策
に
来
て
い
た

だ
き
、
鳩
山
町
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
移
住
促
進

に
も
つ
な
が
る
。�

（
関
根
）

　

公
平
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
吹

井
久
仁
子
氏
（
小
用
在

住
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

公
平
委
員
会
委
員
に

吹
井
久
仁
子 

氏

発
議
第
６
号
「
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の

発
議
第
６
号
「
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の

増
額
等
を
求
め
る
意
見
書
案
」
が
賛
成
少
数
で
否
決

増
額
等
を
求
め
る
意
見
書
案
」
が
賛
成
少
数
で
否
決

（
要
旨
）

　

被
保
険
者
の
負
担
能
力
を

超
え
た
保
険
税
水
準
で
あ
り
、

国
保
都
道
府
県
単
位
化
に
よ

る
平
準
化
政
策
は
国
保
税
の

大
幅
値
上
げ
を
伴
う
。
よ
っ

て
以
下
の
早
急
な
実
施
を
求

め
る

①
国
庫
負
担
率
を
上
げ
る
こ

と②
未
就
学
児
均
等
割
保
険
料

半
額
免
除
を
18
歳
ま
で
全
額

免
除
と
す
る
こ
と

問問問 問

問問

答答答答

答

答
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